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V 東北大学百年史編纂室

医学部長陵同窓会の由来など
東北大学名吉教た百年史縮紫委員会委員 挫井

『東北大学百年史』
部局史編纂委員会名簿 (2)(第 3巻。第4巻)

●点描 百 年史

長同半太郎博士と東北大学

東北大学百年史編察室日誌妙録
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医学部民陵同窓会の由来など

東北大学名誉教授

百年史 F8集委員会委貝 櫻 井  賛

北四番Tの 大学病院の向かいに 「文陵会館Jと いう建物がある。医学部の司窓会館であるが 通 りll卜り

の人が 「看板の字の点が帆で飛んでいますよJと 言ったという話が伝わっている。たしかに優 良  可 の

「良Jは よく見慣れているので 「良Jの 上の点が落ちてなくなっていると思ったらしい.だ いたい、「長J

という漢字をどう読むのかとなると字画は少なくても、自信をもって読める人はそうはいないようであるぅ

これは 「ごんJと 発音する.余 り縁起の良い言葉ではないが、暗いという意味である.そ ういわれてみれ

ば 「RJの 左に立心偏を付けると 「恨Jと なる.し かし 「審拙会Jの 一部分にも顔を兄せる文字であるぅ

もともとは夜明前の暗がり、つまり時刻では予賃 方 角では北末を表わしている.

ところで ど うして医学部同窓会が来陵会という名Tlになったかにlllれると Hlは やや長くなる.先 破

同行された 「良陵同窓会H二 十年史』に元医学部長を勤めた山本放行名誉教授力垢十しく記述されているが

第 二代束北大学裕長 北 1来時敬 (1858-1929)が医学部学友会の名称として冠したものであったとされる‐

H寺は大正5年 (1916)6月21日で 束 北ヤ国大学匹干「大字が大止4年に設立された翌年 当 時の学長であった

医化学就座のオ L嘉都泊教授 (1876 1944)のlt案に基づくという。

東京から兄た北,この仙台 京 コtの比 ftr山、江戸の覚永寺というこじつけがあったそうだが ,〔開!の引て北

に姿える字間のこという意味合いか篭められているt

現在の東北大学医学部はその前身を辿っていくと 明 治5年(1872)に廃落置早で宮戒県が生れてすぐの5月

に 今 の束二希Πr小学校あたりに煤立医学所が開設され こ の時点をもって仙台ナしてにおける,'I匹 術を

導人した医学教育機関誕生の日としているJこ れと平行して有志のrは資による共立病院が設せされ や が

てこれが県に委譲されて宮llk病院となるが 衛 来、西攻文明=,来への対応に忙しい町清時代の日まぐるし

い変キが続くのである,

明治19年(1886)になると当H子の文部省は中学校

令を公lfし 地 方l・4による県立学校の運営を禁止

したために、県立医学校は、新しく作られた日立

の第二高等中学校に医学部という形で,1合され

医学教育の実習の現場とも見なされる常収病院は

県立のまま継続して運営されるぅ

きて 明 治27年(1894)になると高キ11学校はい

わゆる H怖Jの峰マークの第二高等学校となるか

それまで医学部として包歳していたものをFH治34

年(1901)に1山台医学専門学校として分HF独立させ
平成2年 に復元された東北大学医学部附属病FE旧正門
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山形仲雪像 (難前)(東北大学医学部同窓会線

「畏陵百十年J昭 和58年より)

ることになるt日 露戦争の最中 古 かりし魯迅が清国からの国賀留学

生としてこの専門学校で医学の勉強をしたのは有名な話になった。

そうこうするうちに 県 立官城病ltは今のホテルプラザの所にあっ

たものが子策になったので、現在の医学HfFll属病院のある土,とに十年

がかりで新染工事を始め F14治44年(1911)の4月に接工落成の連びと

なる。北四番丁と木町通りの角が病院の入り日で そ こに立派な四木の赤煉瓦の問柱と鉄の扉が出来上が

り成厳を添えた(写真)。

今の「1柱は F`成2年に復元されたもので、元の妹JFLの一音卜は病院敷ナじ内に作られた出来碑の中に理め込ま

れて保存されている.竿 者はその復元のlE進役を担当したのだが 80年 市tの仙台の歴史的記念llとして是

井にも成したかったのであるtよ く,とると、柱の大小に合わせて妹ユこの大きさが実なっており 杜 の上に

はlt灯も点されるという吟味したものであった.鉄 の扉は戦時中に供出させられたが、鉢物であったろう

と思われる。

医学部の敷地内にもう つ 歴史的なものがある.そ れは山形仲撃(185子1922)のレリーフであるt東 北帝

国大学が明治40年(1907)にHl設され そ れまで孤立して医学教育が仙台医学専門学校で行なわれていたもの

が 明 治45年(1912)に東北帝同大宇医学専門部という形で吸H文される.か ような漱動の医学教育変遷の中

福井県生れの山形仲筆は 明 治21年(1888)当時の第二高等中学校医学部長に就任して以来一貫して、臨床

医学の教声に携あってきた。新築移転をした県立宮成病院がその2年後に国に寄付されて束北帝国大学医学

Ⅲl円ヤF附属病院となり 続 いて大正4年(1915)に医学専FJ部は束北帝国大学医科大学となる。初代の学長兼

教授には医学専門学校の校長を歴任した山形仲望が任命されたのであった。翌年には医科,大学学長を辞し

ll属病院長となるが 満 ′ヽ十歳を迎えた大モ5年(191615月に退官する。

記録によると こ の時、金杯 個 の下賜、職海勉励賞全二千円 思 労金千円が給与され 正 三位に叙さ

れている。当時の尺陵会では、山形仲筆博tの 功績を称えて翌年寄身大のフロックコート姿の銅像を建て

た.こ れまた戦時中供Jlの運命となったが、ng和陀9午(1954)、尺陵同恋会 し十周年記念事業として も との

掛ll・4の立っていた礎石に銅版の,平き月夕りを掲げた.山 形仲筆が初代の学長を助めた医科大学はその4年後の

大止8年(1919)4月より大学合によって束北十日大学医宇部と名称が変わる.

時代は変わり、身近かな建造物も新しいものに入れ替わって行くのは致し方ない事情もあろうぅしかし

過去のメど史は木来への伝青であることを忘れてはならないと思っている。今の東北大学の構内に、その普

の造構を少しでも残すことが出来れば そ れを見た人々は必ずや過去と木来の流れを繋いでくれることと

信じている。
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●工学部史編纂委員会

●部局史編察委員会

委員長 山 岸
委 員  前

江原

大森

須山

敏宏(教授)
忠彦(教授)
淑夫(教授)
迪夫(教授)
享三(教授)

委員長

委 員

委員長

同代理

委 員

療
山

辺
塚
口

佐
秋
渡
藤
富

田
和
村

竹

藤

拒

貫

田
佐

佐

藤

澤

桑

佐

池

高

伊藤 貴 庚(教授)
中野 栄 二(教授)
稲村  肇 (教授)
佐々木公明(教授)
牧野 正 三(教授)

匡部局史編纂委員会名簿12j∃
(部局史第3巻 第4巻所収部局 平成村年6月1日現在)

進(教授)
順一(教授)
吉輝(教授)
典保(助教授)
義則(助教授)

●情報科学研究科史編さん委員会

静谷 啓 村(教授)
三浦 幸 雄(教授)
輪田  稔 (教授)
根元 義 章(教授)
海老澤蚕道(教授)
田部 四 郎(教授)

委員長 小 林

委 員  藤 森

山口

1添

花田

沼倉

委員長 八 木H寓―郎(教授)
委 員  板 垣乙未生(教授)

一色  実 (教授)
斎藤 文 良(教授)
佐藤 修 彰(助教授)
井上  京 (助教授)
葛西 栄 輝(助教授)

質(教授)
敏博(教授)
員理(教授)
正延(教授)
靖史(教授)

北上  修 (助教授)
高橋 正 彦(助教授)
柴国 行 男(助手)
奥西 みさき(助手)
阿:B 紀 ―(技官)
柴国 吉 郎(枝官)
市田 キ 雄(技官)

委員長 山 崎 義 武(教授)
委 員  上 篠謀二郎(教授)
小済 募 昭(教授)
早瀬 敏 ■(助教授)
申  獅 録(助教授)
斎藤  務 (助教授)

大雄  保 (センタ
ー長)

高橋 本 羊(教授)
高橋 成 人(名教授)
服部  勉 (名教授)
菅   洋 (名教授)
安孫子 麟 (元経j首学部教授)
菊木 敏 雄(元遺研助教授)
東谷 篤 志(助教授)
庄司 舜 ―(助手)
佐穣 正 義(事務長)

゛

部局史第3巻
(平成17年3月刊行予定)

●薬学部史編集委員会

委員長

委 員

委員長 加 藤 正 名(教授)
委 員  大 田 照 ネロ(教授)

阿部 勝 憲(教授)
佐藤 徳 方(教授)
阿曽 弘 具(教授)
小池 洋 二(教寝)
鈴木  確 (教授)
猪般  宏 (教授)
日本  明 (教授)
本聞 基 文(教授)
山村  力 (教授)
川崎  売 (教授)
柳澤 栄 司(教授)
鈴木 基 行(教授)
飯淵 康 ―(教授)

委員長
委 員

委員長
委 員

典男(教授)
啓安(教授)
泰男(教授)
良章(教授)
修治(教授)
忠志(総課長)

幸紀(教授)
幹彦(教授)
雄二(助教授)

委員長 白鳥 貝U=欧教授)
委 員  中島 庚 治(教授)

次雄(教授)
公男(助教授)
明(助教授)
守(助手)
毅(助手)

棒
轍
鶏
群
麟

部局史第4巻
(平成18年3月千Ⅲ行予定)

●編集委員会

●部局史編さん委員会

●部局史編さん委員会

●部局史編さん委員会 ●部局史編さん委員会

●東北大学百年史遣生研ワーキンググループ

●部局史編さん委員会

●部局史編さん委員会長

員

０貝委

委



0大 型計算機センター編さん委員会 ●極低温科学センター史編さん委員会

東Jし大学百年真編案宣ニュース

◆理学部部局史編さん委員会にお
いて担当

●附属図書館百年史編さん委員会

委 員  小 田 忠 雄(館長)
高張 知 節(医分長)
吉藤 正 明(青分長)
本聞 基 文(工分長)
折谷 隆 之(農分長)
済賀 宣 昭(事部長)

委員長 織 原彦之丞(教授)
委 員  藤 同  車 (教授)

井戸 達 雄(教授)
中村 尚 司(教授)
13藤 正 敏(教授)

委員長 樋 日 篭 雄(センタ
ー長)

委 員  静 谷 啓 樹(教授)
川添 良 章(金研教授)
満保 雅 浩(助教授)
後藤 英 昭(助手)

委員長
委 員

委員長
委 員

委員長

委 員

正三(教授)
純―(助教授)
秀昭(助教授)

徳男(教授)
茂(助教授)
貴広(助手)

委員長

委 員

委員長

委 員

委員長

委 員

委員長

委 員

臨
訴
繍
鶏

輸
動
は
篠
北
新

田
賀

　

田

小

済

東

永

地

木

保

菊

鈴

安
新設委員会等追加口変更

野

藤

根

牧

工
曽

木

藤

野

山

佐

藤

●記念資料室百年史編さん委員会

●保縫管理センター史編さん委員会

啓安(センタ
ー長)

晴善(教授)
哲郎(教授)
勉(助教授)

幸雄(センタ
ー長)

学夫(助教授)
富郎(学医)
研(学医)
浩樹(助手)
英三(厚生課課長)

忠雄(室長)
宣昭(事部長)
高明(総課長)
英明(室員)

武剋(教授)
敏明(助教授)
英勇(講師)

隆(センタ
ー長)

敦伸冗究員)
達人(研究員)
佳子(研究員)

V

‐

星宮

斎藤
F_3内

葛生

目国

●遺伝子難 施設部局史編さん委員会 ●部局史編さん委員会

望(工教授)
紘一(教授)
隆(教授)
政則(助教授)
真(助教授)

委員長 大 泉  庚 (センタ
ー長)

●百万ボルト電子顕微鏡室史編さん委員会

委員長 平 賀 賢 二(室長)

滋(教壕)

委員長

委 員雛鹸
鞭
頴

◆工学言1史編纂委員会において担当

●部局史編さん委員会

◆工学部史編纂委員会におぃて担当

●部局史編さん委員会

洲之内長―郎(教授)

部局史第一巻所収部局

●事務局史編纂委員会

委員長 西   保 図(企画調整官)
委 員  石 井 隆 治 (総務 Fヽ長)
深谷 英 夫 (経理部長)
後藤 正 義 (学務部長)
黒岩 七 三 (施設部長)
非上 重 日(総務課長)
春畑 文 夫 (主計課長)
神原 正 至 (学生課長)
佐 木々紀安(企画課長)
斎藤  敬 (総務課長補佐)
荒井 勝 則(主計課長補佐)
相澤 方 美(学生課長補佐)
名生 二 郎(企画課長柿佐)

委員長 呈 宮 望(大教センタ
ー長 )

に変更
委 員  江 幡 武(名数)追加

●部局史編さん委員会 ●部局史編さん委員会

◆工学部史編纂委員会において担当

●埋蔵文化財調査研究セツター小史編さん委員会
●部局史編さん委員会

委員長 柏 谷 厚 生(教授)
委 員  大 谷 博 司(助教授)

●部局史編さん委員会

委員長 谷 口 宏 充(教授)
委 員  平 川  新 (教授)

佐々木 亨 (助教授)
●総合情報システム運用センター編さん委員会

委 員  曽 根 秀 昭(助教授)
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●写真箕大限大学の二十年[大阪大学19田=より) 考 をiヒ当したのは東京帝大理Tl大学物I早学本の長岡キ太郎教授であった。

束Jヒ帝大の総長は澤柳政太郎と特定されてはいたが 理 科大学長には文部省と浮柳総長の意向により長岡が続

せられ 設 備と予算とが提示された。長同は か ねてより構想していた理想の大学を作るため束北ヤ大に行く決

心を回め 教 授帳補者の外国留学と備品数賊入等の先行手配に着手した。

本学理科大学の初代教授候補者の選考と ■ 部開設のための設備討画とその手配を行ったということで 長 同

障士は束Jし帝大理科大学のまみの親の一人であり 理 下大学は長同構想によって設立されたといってよい。

BH治 大 正 昭 和の二代にわたり わ が日村学界の大御所の 人 であった長岡半太郎博十は、市国大学理Tl大

学 (束東大学)在 学Ⅲから頭角を現し メ ンデンホール TC ノ ット,CG ユ ーイング,JA等 物理学Tl外人教

師の影響からいち早く脱却し 自 にした,こ解をもち 数 多くの業綺とりわけ 「上=型 原子腹型Jに より国際的な

HF価と名声を得た わ が国Tl学界の偉大なる先走の一人である。

長岡は 営 ほ元年把前大村に父治三FFJき くの長男として生まれ 9+で 上京し湯島小学校 東 京英語学校

(後東京大学予備門となる)か ら東京大学理学部理学科に進学し 帝 国大学を22才で卒業し大学院に入り給資生と

なる.幼 時 長 河の貧が喬=の 欧米視察に随行し、 2年 にわたり外国事情を見聞したが、このことは半太郎少年

のPj5明性を大いに有んだに違いない.

長岡と束北帝国大学との縁は、理手1大字の教■遣考に始まるが 岡 田文部次官から理科大学学長 (学部長)に

続せられた長岡は自らも仙台への赴“を決断し 明 治43年(191o欧州各国の大学事情視察に出
Vtした。

滞欧中は実験機器や図書のHt入を■配するなど 東 北十人理科大学の開設に意欲満々で そ の頃欧州1に印f学Ⅲ

の本多北太郎 (物理)、日下部JttL大 (物理 星 学)真 鳥利行 (有機化学)矢 部長克 llヒ質)佐 川栄次ll llu

質)愛 知敬一 (物理)藤 原松二郎 (数学)を バリに召集

し 理 科大ヤ教授会 (パリ会議)を FT5いている。そのFnぶ

れの殆どが長岡の推用に開わる人たちであった。(石原純

は明泊45年(1912)渡欧 帰 国後教授)

この顔ぶれをえるに 東 北帝国大学理科大学 (理ヤ部)

物理関係の初代教授陣は カ ミナリ親父の具名をもつ長同

から ネ だかつてどなられたことのない弟子達であり 長

FHが本腰で東北大学での研究活動を日論んでいたことがう

かがえる。その人手配置は、国際的評lrを得た磁気千の研

究を本多た太郎に、原子模型の研究は石原純に そ して岩

石のい性率の研究をロド部四郎太に、それぞれ担当させ、

転 点描・百年史

長岡半太郎博士と東北大学

明盤暑盤盟縄 、据iす撤,選暑贅畳空晶採主蟄
れることとなった。

岡田良ヤ文部次官と文部省専円学務后長福原錬二郎の依輌により 叫 市

42年 4月(190o東北市大理科大学創立準備委員を幅託され 教 授1え柿者の選

「パリ会議Jフ ォンテンブローの森にて

(左より裏島 藤原 日下言, 愛知 東北大学記念資料璽所蔵)

長同半大郎 ■065■950
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長岡物理学の総合的発展をはかるという 万 全の布

陣と椎想をlmえていたのである。

長岡の構想の一つに科学思想の普及がある。東北

市大理科大学はFTR設早々から、東北ヤ国大学理科大

学ア期学術前演会 (明治44年(1911 )から 1回 7日同)

日間)道 俗講演会 (明治45年(1912 )から、夜問7日前)

ある.

また 特 筆されるべきものとして 『科学名管集Jの 出版がある。「ハー ヘ ルムホルツ者 力 (エネルギー)の

保行について」大‖12年 (1913)を第 1冊とし 大 正10年(1921)までに9種の物理学古典名者のrll訳を理TH大学関

係者が行い わ が国科学思想の普及に貢献している。

これは全冊に 「束北帝日大学成版J(■ 付 :東北帝国大学編察)と あり 長 Hlは全‖自ら校岡したほか 各 冊に

4～25ベージ 合 計で102ベージにも遠する長M自 らが■した 「小引Jが 付されており、各冊の論文の机説に限らず、

著者の伝記 学 者回の交流 学 会の反応と論争 そ れらにまつわる迎話などを含み 長 阿教授の名話義を直接姫

くような魅力に溢れている。これは東北↑F国大学の名を冠した最初の一般向け図書ではないだろうか。明治29年

(1890以来万国斥ヤ学さ日It編集委員日本代表として長年にわたり活躍した長岡の面目燿加たるものがある.

長 llの束Jし市大理科大学学長 (現在の理学キF長に相当)へ の就任は 当 時の東京市大浜尼新給長に慰留され実

現はしなかったが 後 年大阪市大初代総長として阪大のFf設に努力した。また、学士院長を歴任するなど科学行

政に枚llEを振ったが 常 に東北ヤ同大学に支援を寄せていたという。

長岡が送り込んだ東北ヤ大理TH大学初代教t7たちの内 大 正12年6月に安知敬一を、翌13年7月にロド部四郎太

を失うなど不十に見舞われた.し かし 長 司によって束北予大に撤かれた、 ドイツの大学を能とする講座制の種

子は 束 北帝国大学をアカデミッシェ フ ライ/ イヽト (学府の自由)の F_l点として 他 に例を見ない消新な学風

が藤成されていった。その弟子差は数々の業績を挙げ、次々と学士院宜を受賞するなど 短 則間に東北大の名を

不動のものとしたのである。

昭和11年10H、創立25周年記念式来 (創立30年 開 詰25H年 )に おける長岡演説は、初代教1受交替の時期にさ

しかかり、後任教授は東北大学出身者に限ることなく、広く天 下の秀才を招致し 学 会の重鎮はあげて仙台にあ

りと言われるようでありたい と する爆い演説であり 長 岡の本学に対する期待の大きさが現れている。

長tl半太郎は、大学の自治と"F究の自由 そ れと平行した科学思想の普及、そして研究第一主義と円戸開放と

(文中略敬称)

イヽ野和夫 (束北大学百年史編集室員)

――______J

東北常大編慕 「干準 名書集J

物理キ 化 学実験指導 (中学校教員対象 そ れぞれ 10

などを実施しており 現 在もその伝統を受け継ぐものも

いう本学学風の源流をデザインした 人 なのではないだろうか.
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14日
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3 1日

0 2 月

5日

19日

2 3～2 5日

● 3 月

2日

1年 1月

編褒室スタッフ会議。
第13回幹事会。
(資料編収録の統計データ)
第19回幹事会。
(資料編収録の統計データ、通史専門雲
員会)

『東北大学編察宣ニュース第3号』発行。

第10回百年史編集委員会。
(資料編収録の統計データ、通史草円委
員会)
編纂宣スタッフ会議。
鈴木善三名誉教授 (文)より資料寄贈。
北村暗朗名誉教授 (文)より資料寄贈。
編纂室員が国立公文書館、国立国会図
書館にて資料調査を行う。

第20回幹事会。
(10年 度事業報告 11年 度事業計画、
11年度予算、資料編収録の統計データ)
方賀半次郎名誉教授 (経)より資料寄贈。
第11回百年史編集委員会。
(通史専円委員会、10年度事業報告、11

年度事業計画、11年度予算 資 料編収録
の統計データ)
小山貞夫編纂委員長と今泉宣長の話し合い。
平野賢一名誉教授 (工)より資料寄贈。
百年史編察委員会。
(10年度事業報告、H年 度事業計画、11

■度予算)
京都大学百年史編集史料室助手西山伸
氏 京都大学総務部総務課岸本佳典氏
来室。
東京電機大学より「図録 東 京電機大
学90年  1907～ 1997J寄 贈。
編纂室スタンフ会議。

早稲田大学大学史資料センター 安在邦
夫所長 全子宏二事務長来宣。
明治大学より「歴史編張事務室報告』第
二十集 『紫紺の歴程一大学史紀要―』
第3号寄贈。
工学部史編纂宣より『工学部史編察宮
通信J第 2号寄贈。
百年史編察委員会。
(平成10年度百年史編察雲関係決算報告)
神奈川大学資料編察宮より「神奈1大

学史資料集』第十五集寄増。

23日 立 命舘百年史編纂委員会より『立命館
百年史紀要』第7号寄贈。

日

日

●5月
6日

●6月
3日

1 0 日

1 1 日

1 6 日

1 8 日

2 1 日

2 2 日

24日

じ7 月

5日

1 5 日

2 1 日

30日

●8月
2日

3日

10日

2 7日

「7 F部治雄名誉教授 (大学教育センター)
より資料害贈。

編纂宣スタッフ会議。
渡利千波名誉教授 (教養部)来宣 資料
寄贈。

学習院大学よりF学習院大学の50年一

写真と図録』寄贈。
自競学脱資料宣より『自城学院資料宮

年親一信 望 愛―』第5号寄贈。
広島大学50年史編集空より『広島大学
史紀要』第1号事贈。
学校法人立教学院百二十五年史編纂委

員会より「立数学院百二十五年史J資料
編 第 1巻 第2巻、第3巻寄贈。
第21回幹事会。
(資料編収録の統計データ)
実践女子学国より「実践女子学園創立,00

周年記念写真集S nco 1899J寄贈。
武蔵野美術大学大学史史料宣より『武
蔵野美術大学大学史史料集一第1集学
校日誌J寄贈。
関東学院大学史資料宮より『関東学院
大学史資料宣ニューズ レター』」NO H
抱99害贈。
政策研究大学鹿大学教授l■藤隆氏来宮.

編察宣スタッフ会議。
小野宮員、永日責3倉資料宮員、岩手大学
名誉教授佐藤道郎氏に聞き取り調査を

行う(於盛同市、多田等観について)。

第1回百年史編集委員会通史専円委員会。
(「通史編Jの編纂工程 編察体常Jにつ
いて)

佐々木徴郎名誉教授 (教育)来宣 資料
寄贈。
早稲田大学大学史資料センターより『早
稲田大学生紀要J第 31巻寄贈。

第2回百年史編集委員会通史専門委員会。
(部会につぃて)

編集宣スタッフ会議。
渡利千波名誉教授 (教養部)来宣 資料
寄贈。

第1回百年史通史編察のための研究会
開催。
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, 9 日
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2 1 日
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